
o
i
i問
削
蜘
朝
間
関
十
六
年
制
畑
一
…
制
定
抑
制
中
部
緩
A

伎
は
、
一
ニ
ロ
月
十
日
日
制
招
集
さ
れ
口
一
月
二
十
五
日
制
ま
で

i
e
A
V

o
a
t
h
h
醐
期
十
笈
行
間
関
を
も
っ
て
問
問
ら
か
れ
ま
し
た
。
市
炎
は
こ
の
議
会
で
、
双
万
市
民
主
と
も
i
・e-O

A
v
i
iピ
ヂ
h
g
ι

っ
て
、
と
も
に
協
カ
し
あ
い
附
明
る
い
市
殺
を
滋
め
た
い
白
日
の
務
政
方
針
を
述
べ

2
j
A
V

。i
ま
し
た
り
で
、
と
れ
ら
に
つ
い
て
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

:
;
:
-
z
i
-
-‘:
i
o
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割
払
は
一
丹
ポ
‘
占
部
長
に
災
計
は

い
た
し
ま
し
た

ψ

ぷ
米
一
カ
月

有

R
と
、
日
い
ま
だ
渋
い
た

め
、
市
政
じ
だ
す
ゐ
法
制
世
の
事

憶
に
綿
引
泌
ず
る
役
務
じ
一
品
交
て

い
た
い
こ
と
な
，
ま
こ
と
に
政

ふ
に
お
3
し
だ
い
で
す
も

し
か
し
な
が
ら
、
議
政
と

は
、
教
wn水
準
を
…
LM

同u
約一‘仲院長

の
生
活
川
町
山
%
耽
前
説
え
、
役
会
制
開

設
の
同
情
迭
を
は
か
る
e

」
と
が

掛
川
一
義
的
な
詑
楽
で
あ
る
を
抑
制

じ
て
お
り
ま
す
。
都
中
市
化
的
進

行
に
伴
っ
て
‘
し
だ
い
に
浴
れ

ゆ
く
向
制
約
芯
設
な
問
問
後
し
、
人

倒
的
な
議
後
w
m
守
強
め
て
ゆ
く

た
め
自
治
体
で
な
け
れ
ば
採

し
終
な
い
役
割
リ
を
、
よ
り
大

川
叫
に
立
仕
を
も
っ
て
慾
返
し
て

砕
く
所
存
ぐ
す
リ

本
市
も
合
併
以
米
す
で
に
十

六
匁
、
と
の
間
間
際
代
糊
組
事
者

の
ぷ
ゑ
せ
る
紋
治
手
防
総
と
勝
力

に
よ

p
、
苔
諮
問
の
め
ぬ
援
な
る

料
開
同
品
川
州
都
引
と
し
て
発
脱
出
…
途

な
た
ど
り
つ
つ
お
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
よ
日
間
際

κ
た
え
な
い

と
乙
ろ
で
す
。
試
は
こ
こ
に
、

幌
市
代
攻
山
ζ
自
の
な
み
な
み
な
ら

ぬ
と
努
力
と
議
会
的
ど
協
力
に

特 例 4~の綿製命令紳
矧定資産税の主十 1~努
終自効率1誌のぎ長期分です

今月の肉祭滋欲t主次のとおち行ないますのマ?

とf約鴻<1.とさい。
即時…'4Jl30日(念〉午級事 :30-守・後4:00 
場誘…・9者名島守 善活経.;，:.' ~タ{

なおE現段年金の徴収も行ないますのでど殺凝ください

品
月
し
、
網
開
く
敬
者
山
役
割
択
す
る
し

だ
い
で
す
。

数
近
に
お
け
る
剖
刑
制
縦
約
な
組
組
占

波
発
展
は
.
本
山
市
に
お
い
て

L

好
お
と
好
ま
ぎ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
‘
期
間
淡
な
鶴
市
化
mmM間市開

会
弱
点
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
勺

て
、
行
政
後
補
討
は
冊
以
‘
放
と
L

V

い
ま
す
ま
す
城
大
静
一
途
を
た

ど
り
つ
つ
あ
れ
γ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
対
絞
状
議

安
考
え
ま
す
と
‘
人
件
双
山
w
震

波
が
日
ご
と
に
潟
ま
り
、
お
え

て
人
仰
の
治
加
は
公
議
、
交
通

問
題
等
抑
制
か
ざ
る
財
宍
を
怒
総

し
て
お
り
、
そ
の
対
策
等
に
新

た
な
行
財
及
川
抑
制
置
を
生
ず
る
総

揺
部
と
な
争
、
財
北
践
的
附
間
帯
齢
化
は

ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
も
の
と

予
知
鵠
さ
れ
ま
す
。
滋
は
こ
れ
ら

に
対
処
す
る
た
め
、
術
的
行
併
間

放
の
近
代
化
L

仏
、
々
官
級
南
市
議
の

重
点
的
か
つ
針
雨
的
な
川
削
除
巡

緩
や

h.な
お
…
問
削
鋭
化
充
出
先
L

て
ゆ
'
く
決
な
吃
す
。

ど
の
よ
う
な
、
本
市
の
ゑ
淡

な
協
議
化
の
予
溺
な
ふ
ま
え
つ

つ
、
次
の
阪
本
的
ぬ
を
制
問
mw

し
も
き
び
し
い
訪
問
問
に
つ
い

て
、
人
問
主
由
同
然
‘
人
間
同
と
ね

授
の
糊
同
級
を
開
問
ち
な
が
ら
、
市

民
制
孔
慌
の
滋
淡
に
全
力
官
制
附
け

る
縮
問
符
で
す
。

自
黙
と
調
和
の
と
れ
た
都
中
市
づ
く
り

3月iEs寺市議議会本会絞務〈盤上t土自主政方針を述べる渡辺市長)

ま
ず
、
由
同
然
主
総
和
刊
の
と
れ

た
都
市
中
づ
く
れ
ツ
怯
施
策
で
す
噂
晶
ん

に
も
亭
し
上
げ
た
と
お
容
も
本

市
に
お
い
て
は
、
嘗
判
W
近
郊
と

い
う
条
件
も
あ
れ
ツ
ま
す
が
、
時
的

投
岩
崎
制
緩
々
線
化
に
係
っ
て
、
都

市
閉
化
の
剖
閉
山
刊
は
ま
す
ま
す
激
し

く
な
る
も
の
ま
予
知
部
容
れ
ま
す

の
で
、
引
吋
肘
滋
約
な
穂
市
毅
搬
隅
が

急
務
か
k
存
じ
ま
す
。
そ
む
た

め
に
は
、
制
村
栄
に
わ
た
勺
て
の

念
給
料
開
川
町
一
制
緩
会
た
て
、
市
揖
特

化
広
域
、
湾
出
問
化
現
齢
盤
叫
依
然
的

繍料約九な
A

誌
が
な
け
れ
ば
な
号
ま

ぜ
ん
。
中
市
街
化
一
れ
時
嶋
氏
お
い
て

は
然
緑
、
柑
問
嘩
災
工
器
用
広
域
安

繋
持
部
と
綴
え
、
明
胸
骨
拭
附
体
緩
い
い
・
お

い
て
も
援
由
民
級
品
組
問
蹴
全
一
弘
淡
、

災
撚
附
耐
え
係
金
昨
民
的
明
、
際
粧
品
地

僚
会
区
波
等
.
批
判
雨
的
に
将
来

に
わ
た
っ
て
坦
市
内
づ
く
号
を
獲

え
る
こ
と
が
、
住
民
約
制
札
杭
の
議

幾
で
あ
ろ
う
と
僑
じ
ま
す
。
市

街
北
町
民
掛
棋
に
お
い
て
は
遂
腕
時
緋

水
絡
め
白
河
鰭
を
間
同
争
、
併
せ
て

綿
布
引
許
鶴
齢
別
時
間
給
思
議
機
刷
出
港

安
閑
闘
っ
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
ま

た
、
俊
治
に
う
る
お
い
を
も
た

令
る
怒
総
か
ら
も
隠
滅
出
口
に
公

爵
様
嶋
崎
宏
縫
晶
体
し
、
品
計
…
閥
的
引
な

駒
市
柏
崎
浩
成
会
行
な
い
ド
、
将
来
v
h

綴
え
た
い
と
怒
い
ま
す
。
上
水

滋
針
滋
に
つ
い
て
も
今
後
片
二

次
好
関
止
な
た
て
、

m
m
和
初
日
品
十
年

金
同
日
途
に
本
食
品
品
帥
械
の
給
水
引
則

被
告
悠
い
た
し
て
お
ち
ま
す
。
さ

ら
に
、
本
中
抑
制
削
世
間
経
備
上
一
議

隠
れ
て
お
り
ま
す
下
水
送
計
溺

に
つ
い
も
、
殺
畿
が
認
め
ら

れ
た
端
。
双
初
出
箆
按
d
e水
滋
の
先

州
院
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
申
党
議
を

期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
ま
た
、
都
市
化
と
と
も
に
悌
押

し
努
性
器
ど
み
畑
地
滋
に
つ
い
て

、
九
市
災
会
伎
の
絶
大
な
る
協

力
常
務
て
高
経
ご
み
処
磁
場
安

早
期
に
兜
燃
し
、
そ
り
桝
周
航
胤
に

万
余
官
期
し
た
い
主
開
払
い
ま

す。
次
に
交
通
諮
問
制
服
に
ふ
れ
て

市

誌

の

生

次
に
市
民
の
や
約
と
準
衡
を

守
る
綴
後
宅
あ
h

ソ
ま
す
が
‘
ま

ず
、
公
害
と
絞
殺
災
害
か
ら
夜

間民
h
k

守
る
施
策
を
綴
じ
た
い
と

添
い
ま
す
。
ム
ヤ
…
滋
事
故
は
ま
す

ま
す
機
大
L
、
戦
争
に
料
品
叫
す

る
ほ
ど
悲
惨
で
す
。
こ
れ
か
ら

務
災
の
生
命
を
守
る
た
め
に

は
、
安
心
L
て
逸
れ
る
滋
的
問
の

数
削
聞
に
あ
る
ξ
岡
山
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
と
僻
同
行
し
て
引
旬
、
満
期
間
演

会
総
州
仰
の
お
世
間
波
及
に
あ
ろ
う

土
問
山
い
ま
す
ο
交
遂
事
故
は
交

滋
規
制
聞
が
守
ら
れ
れ
ば
か
な
ワ

妨
げ
る

ιと
で
あ
る
友
成
い
ま

す
。
歩
道
，
抑
制
管
、
一
村
山
射
防
総
な

ど
の
ふ
れ
品
明
縄
出
品
全
諮
訟
の
怒
除
制
も

完
全
に
実
施
し
な
け
れ
ば
凶
な
り

ま
せ
ん
。
公
害
に
つ
い
げ
し
も
今

後
ま
す
ま
す
後
梢
慌
に
つ
・
と
め
、

公
議
の
な
い
快
滋
な
松
山
活
用
柑
涜

母
維
持
に
つ
と
め
た
い
と
開
仰
い

ま
す
。次

に
仲
抹
陣
内
総
祉
の
務
な
で
お

ち
ま
す
が
、
技
会
の
健
全
な
島
知

震
と
設
制
民
の
制
間
後
を
磁
線
す
る

た
め
に
は
、
夜
会
総
終
持
枠
制
。

整
貼
捕
に
つ
い
て
田
闘
に
紛
糾
問
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
・
わ
け
で
お
ワ

ま
す
が
、
隊
所
得
者
に
対
し
て

は
、
生
活
廿
部
地
帯
綴
の
出
引
き
上
げ

に
努
カ
す
る
と
k
・60
に
、
自
立

近
生
相
談
終
伐
を
附
開
設
す
る
等

割
制
労
一
的
期
比
南
踏
を
め
商
択
と
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
術
品
ま
れ
な
い
作
品

拙
怖
に
あ
る
老
人
、
制
叫
?
?
復
路
、

心
身
防
災
漢
に
対
し
て
は
、
キ

メ
め
こ
ま
か
い
制
丹
後
を
必
姿
と

し
ま
ず
。
柑
慌
た
き
9
4
4
人
対
然

が
社
会
開
同
問
題
主
な
っ
て
い
る
と

み
た
い
主
蕊
い
ま
す
。
成
田
閥
的
職

後
総
浴
h
h
は
十
欽
総
米
後
方
な

従
進
派
紛
が
後
げ
ら
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に

そ
の
計
鈎
さ
え
一
忙
印
さ
れ
て
い
な

い
滋
鮮
を
あ
り
ま
す
が
、
訟
は

そ
の
務
総
縫
澗
慌
に
関
係
輪
出
附
町
村
引

と
絡
は
か
れ
ソ
な
が
ら
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
透
綾
間
総
に

ウ
い
て
は
、
行
協
組
経
殺
と
電
務

相
加
入
隠
滅
の
一
本
化
合
間
ヤ
欄
間
に

哨
究
明
惜
し
た
い
-
F
，
怨
い
ま
す
。

と

幸

擦

を

守

る

と
は
血
球
知
の
と
お
り
で
す
が
、

加
」
的
機
ま
れ
な
い
老
人
に
対
し

て
も
、
家
泌
総
伎
鑑
H

に
よ
る
療

機
訪
問
、
人
間
後
間
後
に
よ
る

隣
人
愛
智
押
な
潟
仲
村
L
、
交
官
開
な

A
m
時
流
げ
か
過
ご
せ
る
よ
う
緩
か
い

手
を
蒸
し
の
べ
た
い
と
撚
い
ま

す
。
ま
た
、
老
人
蹄
時
限
一
鈴
阿
聞
の

一
一
問
的
捻
進
を
間
関
り
、
併
問
せ
て

点
指
令
指
明
院
殺
給
付
の
改
革
h
g
擦
{

縫
い
た
し
ま
す
。
及
品
件
州
叫
に
は

七
十
歳
以
上
の
蹴
川
端
常
由
討
を
然
科

主
す
る
と
と
で
あ
り
、
本
年
度

は
回
間
後
加
入
品
慌
の
み
滋
用
い

た
し
ま
す
。
さ
ら
託
、
必
人
タ

ラ
プ
の
蒋
絞
殺
悶
闘
争
、
老
人
凸
M

ら
抑
制
的
制
を
通
し
て
燃
泌
を
保
持

し
、
百
惜
し
会
い
の
場
を
務
ゆ
り
、

ホ
ル
災
し
た
社
会
保
訴
が
営
ま
ふ
れ

る
上
う
に
す
る
と
主

L
け
い
、
経

人
M
m祉
セ
Y
タ
?
の
泌
殺
を
凶

っ
て
ま
い
り
た
い
と
開
ω
い
ま

す。
出
品
湘
脱
線
後
対
策
と
し
て
は
、

然
資
併
の
議
絞
殺
同
開
り
、
笈
歳

児
以
下
め
児
蛍
母
絡
会
却
開
育
を

自
緩
と
い
た
し
ま
す
。
母
子
悩
開

設
対
銃
と
し
て
は
、
斜
時
子
家
庭

に
つ
い
て
心
身
の
臨
時
康
保
持
と

金
約
然
出
品
が
市
摘
出
陳
さ
れ
る
よ
ラ

躍
は
か
い
4

ず
な
議
し
の
べ
た
い
と

添
い
ま
す
。
ま
た
、
制
問
健
医
爽

の
充
山
況
に
つ
い
て
も
市
部
内
的
総

後
符
湖
上
先
分
な
品
丹
波
を
ば
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
仕
レ
と
奴
い

ま
す
。
公
衆
拠
町
役
の
採
で
は
、

伝
怒
約
子
時
間
、
結
核
予
防
、
品
刊

に
成
人
前
予
仲
間
い
い
怒
点
を
お
い

た
毅
然
を
簿
じ
て
ま
い
ち
た
い

k
存
じ
ま
す
。
品
叫
絞
抵
抗
療
対
策

に
つ
い
て
も
窓
れ
て
は
な
ら
な

わ
畿
大
な
関
緩
で
あ
ろ
う
主
思

い
ま
す
。
市
縫
病
院
の
崎
細
川
慨
に

や
い
て
は
、
料
削
減
し
た
時
点
も

あ
れ
ツ
ま
し
た
が
、
議
緩
め
期
間
臓
障

な
条
件
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
淡
慌
に
ゐ
り
ま
ナ
の

旬
、
当
磁
は
災
関
も
し
く
は
大

学
等
小
山
台
品
約
践
の
濃
路
線
品
棋
を

削
闘
っ
て
ま
い
り
た
い
と
怒
う
わ

け
で
す
。

次
仁
、
渡
務
綴
削
刊
に
づ
い
て

や
し
述
べ
ま
す
。
ま
ず
、
総
合

後
政
の
捻
滋
に
あ
た
っ
て
は
、

後
奥
様
機
拍
唱
の
同
部
品
中
川
殺
行
な
い
、

近
郊
議
議
と
し
て
生
漆
品
開
の
潟

い
近
代
的
印
紙
数
な
育
成
す
る
と

と
も
に
‘
駒
市
闇
討
の
品
関
向
と
総
絞

め
特
伎
に
応
じ
れ
九
段
業
法
ム
官
際
女

汲
め
て
ゆ
く
こ
と
が
れ
凝
勺
あ

る
k
存
じ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

持
泌
総
同
開
設
の
普
及
索
隊
り
、
そ

れ
に
伴
う
然
出
腕
組
織
自
議
な
な

問
問
る
主
主
も
に
、
楠
山
哨
湖
位
向
凶
耐
の

近
代
誌
を
制
限
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
滋
い
ま
す
。
支
た
、
，
食
生

活
の
改
談
出
向
上
に
必
附
到
な
品
明
治
叫

線
機
劇
博
の
た
め
の
滋
緩
む
振
興

も
問
問
ワ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
J
C

商
工
惜
燃
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
時
刊
糊
悌
子
閥
抗
滅
的
阿
波

の
都
市
改
造
主
+
の
わ
せ
て
、
仙
沼

山
別
総
庖
士
山
崎
ザ
と
十
分
協
議
し
な

が
ら
、
品
棋
も
近
代
的
な
市
関
係
官
聞

の
造
戒
を
行
な
い
、
付
開
泊
四
の
近

代
化
凝
議
と
金
滋
の
mn滋
化
合

間
同
っ
て
ま
い
h

ソ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
開
門
的
い
い
、
道
一
融
関
士
市

街
吋
と
の
パ
ス
路
線
を
磁
的
体
し
、

議
後
人
口
の
熱
中
化
を
行
な

い
、
樹
間
際
的
売
上
凶
行
揃
哨
ふ
〈
h
v
d

閉山

っ
て
ま
い
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。
ザ
ム
帰
紫
綬
輿
に
つ
い
て
は
、

米
来
を
に
な
う
子

次
に
、
米
来
を
に
な

317供

を
噛
門
て
る
泌
後
に
つ
い
て
で
す

が
、
ま
ザ
、
教
育
専
務
附
則
は
設

も
枠
拡
本
'
山
川
な
務
削
常
務
町
田
で
あ
ち

ま
す
の
物
質
的
な
綴
か
さ
を
こ

え
、
務
執
付
仙
川
蜘
組
か
さ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
時
代
主
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
当
市
に
お
い

704 



く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
潔

幡
宮
間
同
会
で
お
尋
ね
く
制
作
さ

、。
2
む

な
お
明
浩
骨
平
に
関
す
る
拙
耐
尚
刷

出
向
お
よ
び
不
骨
組
数
投
擦
の
で

き
る
昨
吋
糊
倒
神
仙
、
ふ
そ
自
限
日

も
合
み
や
総
入
山
内
一
ニ
十
分
か

ら
午
後
流
協
吋
ま
で
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

l

投
票
日
は
四
足
二
十
五
日

‘，M ，EK
 一

一
一
一
月
十
火
災
に
線
開
抗
さ
れ
ま
な
い
熔
批
判
毛
市
欽
絡
で
滋
冊
中

一
し
た
閣
時
勢
神
勝
滅
後
関
洲
会
で
、
閉
口
人
病
問
問
弘
代
収
対
さ
れ
て
い
る

月
一
一
十
人
口
"
な
も
ゥ
て
徒
出
掛
渋
柿
判
然
げ
間
以
外
的
地
域
叫
に
出
山
相
官

…

τと
な
る
筏
柑
伸
子
市
山
凶
器
常
委
員
お
よ
，
ひ
滞
完
的
方
で
す
。

…
会
液
晶
門
的
噛
劫
神
中
を
、
次
の
と
お

一

ヰ

な

う

と

と

を

決

め

ま

し

立

候

補

予

定

者

説

明

会

)

J

J

 

7
@
選
挙
惜
期
設
の
幾
何
棋
倒
門
n
A

制
問
十
五
日
〈
中
小
隊
H
H
〉
向
日
祭
妥
員
会
説
明
以
斜
後
世
?
の
京
市
引
等
を
培
叫
附
叫
い
た
し
ま
す
の

告
品
目
立
品
開
術
開
刷
機
織
糊
開
閉
口
n
A

候
補
血
骨
子
慾
議
硝
同
級
品
目
を
次
の
で
、
本
人
ま
た
は
府
県
民
間
者
に
な

れ
十
日
札
口
H

か
ら
十
六
民
ま
で
と
お
り
問
機
い
た
し
ま
す
。
ら
れ
る
よ
う
な
ガ
の
ど
出
療
を

引
っ
…
目
的
〉
自
終
問
月
十
二
口
午
後
…
終
恥
抑
制
問
い
い
た
し
ま
す
。

山
吋
仏
印
品
規
醒
耐
震
時
四
月
二
十
添
付
一
一
十
分
か
ら
な
お
、
立
峰
山
抽
出
届
出
闘
に
照
的
す

制

手

警

高

か

ら

午

後

火

山

吋

謬

m
J市
役

昨

民

主

議

後

主

雪

事

務

雪

側

同

月

十

時

ま

で

立

絞

泌

を

予

怨

き

れ

て

い

る

間

同

誌

に

行

な

い

ま

す

。

で

き

得

一
@
選
挙
す
ベ
者
数
調
号
数
方
は
mm山
史
的
ず
る
紺
州
川
淵
紙
め
る
か
ぎ
h
v
饗
別
指
令
交
け
て
く
だ

一

十

五

人

交

付

お

よ

び

山

内

ま

の

殺

事

さ

い

。

一
@
問
問
繁
務
務
を
あ
わ
せ
て
行

一

れ

れ

球

一

刊

誌

七

詩

農

業

委

員

会

委

員

選

挙

人

ト

一

一

の

む

我

孫

子

市

役

芸

名

簿

登

鋒

者

は

一

一

一

、

九

六

ニ

人

'
@
不
在
者
栴
祝
祭
幾
燃
の
出
向

ぴ
日
投
剖
常
時
間
に
行
づ
て
投
繁
で
一
一
一
月
一
一
一
十
一
円
伐
に
双
山
此
し
た
市
役
時
間
お
よ
び
滋
北
、
布
捻
の

き
な
い
人
の
た
め
に
あ
る
制
農
薬
築
史
一
審
鶴
量
挙
人
名
簿
主
義
に
お
い
て
縦
覧
に
供
し

あ
援
で
州
間
関
は
問
問
n
月
十
五
誌
か
の
数
料
町
議
欽
は
、
渓
の
と
お
り
た
も
の
で
す
。
間
足
二
十
五
日

ら
問
問
問
月
二
十
附
悶
n
H

ま

で

の

で

す

。

執

行

な

予

定

さ

れ

て

い

る

設

業

線
級
亀
市
役
所
内
選
挙
管
瑠
捕
獲
と
の
名
簿
は
、
一
月
一
時
同
滅
後
険
会
委
員
選
挙
に
は

J
いの

品
民
会
で
投
繋
が
で
曽
ま
す
。
夜
明
必
殺
後
し
た
も
の
で
、
ス
汚
名
綴
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

依
こ
れ
は
選
挙
人
が
や
む
か
切
符
二
十
三
日
持
か
ら
三
月
九
お
ま
で

-
7
1
f、
t
3
t
2
1
J
t
2弘
、
「
〉
t
r
¥
J‘、
J
1
r、
f
、，、
J
V
i
e
-
'
t
r、
r
、
r
、，
E
r
t
J
t
J、，
I
j

一
〈
間
以
朝
協
十
六
和
十
耐
胤
齢
制
糊
腕
採
表
U

薬
学
一
授
の
成
繍
腕
続
日
開
溢
岡
、

A

一
円
用
耐
判
長
の
繁
一
一
次
官
持
組
無
を
次
品
W

次
に
銭
湯
ず
る
点
備
は
受
験
で
綾
近
占
ハ
ヶ
月
以
内
機
鋭
的
写
d

一
r
の
主
総
れ
ツ
行
な
い
ま
す
。
曽
ま
佼
ん
。
認
〈
上
学
会
側
瓶
網
棚
、
豆
酒
肉
.

J

一
円
品
抑
制
問
錦
織
綴
及
び
人
民
共

A
V
N
悶
水
の
後
世
間
を
奈
し
な
い
者
縦
六
セ
Y
チ
検
問
問
・
玄
-
t
y
r

一
山
山
総
事
務
臨
朝
日
H

十
名
〈
〉
叫
明
治
則
間
以
上
町
別
に
隔
地
せ
ら
れ
チ
メ
ー
ト
ル
〉
二
薬
品
乞
添
付
jv

…
J

土

氷

技

部

刺

殺

員

二

各

党

者

。

。

申

込

み

〆

切

J

…
f

品

別

受

験

資

務

関

月

一

一

一

十

日

J

一

J
O男
子

量

殺

に

十

二

年

四

警

護

綴

議

欝

磁

議

@

そ

の

他

V

一

子

一

一

?

喜

一

千

八

年

四

警

護

遺

書

華

麗

室

長

は

、

総

務

部

FE

L
は
い
月
一

R
ま
ぜ
に
ま
た
者
。
縄
問
場
一
一
一
一
耕
一
一
一
一
誠
一
一
一
一
韓
基

Zhソ
ま
す
(
郵
便
で

γ

納
〉

O
女
子
は
際
空
十
回

Z
脚
襲
撃
襲
欝
轟

Z皇
室

求

す

る

と

ぎ

れ

全

日

1
m
m和
二
十
人
年
問
機
械
議
襲
撃
譲
縫
欝
議
機
会
一
言
弱
気
も
関
税
す
M

鰍

〉

月

一

行

ま

で

に

生

れ

た

索

。

る

こ

と

〉

V

輔
鴨
〉
〈
〉
世
間
等
学
校
卒
世
間
以
上
の
様
。
淡
泊
削
産
者
、
畿
内
務
総
凝
縮
覗
品
問
中
込
書
等
手
絞
殺
必
ず
出
制
弘

柑
V

又
は
と
れ
正
一
関
等
以

eいんの捻
e
g受
滋

手

続

載

棋

の

こ

と

o

v

t
v
カ
を
ム
脅
す
る
縁
。
。
申
込
幾
に
必
鵠
桝
な
縦
攻
を
靭
陶
そ
の
他
縁
側
側
に
づ
い
て
は
~

一
九

O
市
内
に
ゆ
棋
仲
枕
す
る
者
、
入
し
て
師
範
執
抑
制
附
行
政
綴
へ
提
出
掛
柑
務
期
間
行
総
務
ま
匂
お
脳
内
い
ん

一
~
又
は
滋
齢
制
符
銭
的
総
悶
に
恋
し
て
く
だ
さ
い
。

A

食

品

百

く

だ

さ

い

。

内

一
ザ
依
す
る
主
緩
め
ら
れ
る

O
出
申
し
込
み
嚇
曜
に
は
、
最
終
本
-

w

a
y
-
J、
J
、3Fa15、も
J
、3r、
J
、。，‘
1
F
E
2
t・r
、
.
4、

我
孫

1"寺20分子
IE売

自
3時50分泌

通
路
~長
夜

通

行

-i
 

i
 

句
、
殺
刊
行
索
前
中
(
上
哲
一
時
八

分
〉
に
あ
わ
ぜ
て
‘
一
均
一
一
十

分
か
ら
始
発
電
議
〈
ぶ
れ
ソ
対
的

十
三
分
に
〉
あ
わ
サ
て
ヌ
均
五

十
分
ま
で
の
m
附け山、占的問
W

お
よ

び
北
側
聞
の
泌
総
入
口
の
ず
ャ
ツ

タ
ー
な
代
押
し
ま
す
の
で
、
通
行

で
舎
な
く
ち
支
す
u

こ
の
…
滋
的
時
山
弘
、
経
一
成
合
内
気

成
ま
で
野
史
的
問
に
山
間
対
し
て
い

た
も
の
で
し
た
。

一
一
一
月
三
十
一
口
か
ら
は
的
地
時

間
仇
の
よ
う
に
泌
ぬ
入
口
の

γ
ャ

ツ
タ
l
h
ぽ
，
川
附
ナ
わ
け
で
す
。

狂
犬
病
ヤ
下
惜
別
注
射

開
制
制
抑
制
円
十
六
年
山
口
.
北
山
火
ト
河
川
開

務
季
刊
枕
犬
時
間
子
持
問
注
射
を
次
の

打
撲
で
行
な
い
士
す
の
で
、
品
取

10 : 00-11 : 30 

13: 03-15 : 00 

10 :鈴~1l:∞
12 : 31)~13 : 30 
14 :諒下、15:00 

10: O~-ll : 30 

13 : 00-14 : 30 
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日 ヲ寺霊軍事者 移

民ド線下背年館

建言 俊 文 wr 
車'*守年告書

場

オく

オ4

4 Jl14災

4月15日

月
寄
h

ソ
の
助
成
で
お
没
げ
〈
だ
さ

、。し
な
お
、
浅
M
H
州
附
人
心
地
逸
加
期
決

と
冷
録
制
料
、
仲
間
併
お
よ
び
注
財
制

緩
み
割
以
交
付
料
金
五
百
六
十
行

を
ど
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
氏
、

鰯
り
出
当
て
た
口
口
調
艇
が
併
の
鴻
合

は
広
報
本
マ
劣
後
時
限
時
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

育

児

相

談

開悶
u
刀
の
育
児
籾
設
は
次
の
録

制
鳴
で
行
な
い
主
す
の
で
、
時
供
数

す
る
お
子
援
を
お
持
ち
の
ガ
は

ぜ
ひ
担
相
談
に
お
い
で
〈
だ
き

、。し
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十

時
か
ら
渡
部
ー
ま
明
、
午
後
一
時
か

ら
…
以
降
ま
℃
で
す

な
お
喝
母
子
手
帳
h
k
忘
れ
ず

ど
務
参
く
だ
さ
い
。

れ

れ

占

ま

移

称

ル

民

生

{

mH

緩
パ

1

1

 

年

年

'

n

v

'

b

r

h

H

V

令し

v

a偽
A

，，a
町
、
L

V

S

U

A

・9a殉

和
利
ま

H
H

自
制
ま

級

生

い

い

昭

魚

沼

仇

万

如

何

仙

伺

月

5

1

0

0

1

 

続

年

組

制

加

T

5

r

O

5

5

6

 

制

税

制

制

制

派
閥
明
朗
問
問
問
刷
用

金

M
車
時
概
磁
よ
り
つ
づ
く
な
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

ず
る
と
と
も
に
そ
の
充
実
を
関
紙
か
学
窓
を
交
通
事
故
か
ら
ん
Y

る
所
有
ザ
で
す
。
ま
た
‘
近
年
時
的
る
た
め
に
透
学
路
の
綴
飽
食
品
刊

に
話
題
と
な
っ
て
お
ち
ま
す
父
な
い
、
そ
の
緩
偽
酬
を
ゑ
ダ
た
い

兄
負
担
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
主
患
い
ま
す
。

市

民

意

識

を

高

め

る

次
に
、
中
間
胤
州
市
品
識
を
浅
ぬ
る
ま
佼
ん
。
向
付
ハ
に
ふ
市
災
車
生
命
力

線
的
熱
情
、
あ
ち
ま
す
が
、
森
山
弘
泌
を
紺
げ
ば
ナ
が
た
め
に
は
.
中
部
長

時
比
を
開
明
る
く
ほ
ん
主
的
に
強
制
的
す
た
あ
総
も
中
，
命
力
を
投
入
し
な

る
内
弁
で
す
。
す
筏
わ
ち
、
市
叩
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん
。
余
命
主

民
参
恥
却
の
ね
り
訟
で
あ
F
ま
ず
。
生
命
m
り
ふ
れ
あ
い
、
こ
と
が
政

そ
の
た
め
に
捻
泌
氏
け
い
、
我
孫
治
の
潔
ぷ
で
あ
れ
ツ
、
と
の
隊
点

子
市
民
k
し
匂
内
家
級
官
も
つ
に
立
っ
て
犯
は
で
き
る
限
り
市

て
行
淡
に
闘
終
的
に
参
h

朗
、
ず
る
田
川
に
他
府
紋
し
、
そ
の
内
と
心
に

と
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
方
ふ
れ
、
そ
こ
か
ら
中
市
民
向
め
生
活

出絡し
ι
し
て
は
ま
ず
、
中
出
廷
の
た
主
制
捌
被
の
向
上
の
根
を
峠
憎
い
た

め
の
ふ
印
略
的
会
館
を
計
一
陣
し
、
と
い
主
考
え
て
お
れ
ツ
ま
ず
。
市
府
関
ぬ

れ
に
問
問
書
銭
、
郷
土
附
附
等
女
鈴
の
悲
し
み
は
訟
の
鷲
し
み
で
な

抽出
L
・
灸
な
わ
れ
沙
〈
潟
水
り
く
て
は
な
争
ま
せ
ん
。
こ
う
し

文
化
財
保
淡
に
努
め
る
併
存
で
た
市
民
と
め
後
ぶ
か
ら
、
市
民

す
。
ま
た
、
後
鋭
的
ゑ
裁
を
高
め
の
た
め
的
数
訟
の
滋
創
部
が
わ
き

る
た
め
の
滋
紫
波
拙
践
と
し
て
会
で
て
く
る
の
で
あ
告
ま
す
。

ζ

限
内
総
務
齢
別
の
充
実
を
回
同
る
と
と
の
よ
う
に
し
て
、
訟
は
恋
愛
と

も
に
、
中
学
校
の
学
広
務
後
総
制
し
て
の
人
間
伎
を
育
て
て
ま
い

皮
円
九
州
地
区
公
民
館
山
定
時
臨
殺
し
、

h

ッ
た
い
所
存
で
す
。
中
部
制
民
も
ま

者
年
学
絞
等
の
開
後
も
品
り
な
た
蕊
と
接
し
て
「
術
的
繁
栄
の

い
、
脊
少
年
の
肺
機
会
育
成
を
関
た
ゐ
」
に
湾
与
し
う
る
人
間
間
排
出

っ
て
ま
い
り
た
い
と
慾
い
ま
の
努
安
伯
作
ぱ
惜
し
て
く
れ
る
も
の

す
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
作
品
合
連
主
綴
じ
ま
ナ
。

勤
務
‘
被
災
プ
i
ん
を
建
設
し
三
九
七

O
部
火
山
弘
、
友
愛
、

資
少
年
自
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
淡
人
殺
の
料
相
抽
押
を
間
関
柑
視
す
る
眺
吋

又
ポ
1
ツ
振
興
に
波
ぎ
e

ま
代
で
す
。
人
伺
が
乎
殺
で
学
総

た
象
車
問
少
年
等
の
プ
ロ
ッ
ク
め
に
暮
し
て
行
く
た
め
に
は
‘
拘
同

体
招
致
の
育
成
な
緩
紛
な
し
な
が
虫
、
平
等
、
友
時
棋
が
不
可
欠
mw

ら
、
耕
輔
線
的
問
、
肉
体
的
に
縫
際
条
件
で
あ
ハ
ツ
宮
す
。
と
の
う
ち

な
縄
開
少
年
め
嚇
丹
市
執
念
凶
っ
て
ま
闘
燃
は

γ七
八
九
年
の
フ
予

γ

い
h

ツ
た
い
と
添
い
ま
す
。
さ
ら
ス
官
邸
命
い
い
よ
9
与
え
ら
れ
、
ま

に
、
市
民
窓
議
を
宜
問
1

り
る
こ
と
れ
品
、
平
等
は
一
九
一

λ
和
?
の
ロ

に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
拡
務
総
会

V
ア
古
車
命
に
よ
れ
ツ
与
え
ら
れ
ま

の
総
充
強
化
も
忘
れ
ら
れ
な
い
し
た
が
、
友
没
の
務
絡
は
今
な

と
と
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
線
お
失
わ
れ
て
お
9
ま
す
。
緑
色

る
い
民
主
治
激
安
執
行
ず
る
た
中
心
的
で
は
な
，
¥
人
織
と
出
口

め
‘
部
制
詰
棋
倒
糊
附
附
州
側
般
を
検
討
い
持
品
を
持
骨
骨
賦
す
る
議
制
刊
に
立
っ

た
し
て
お
ち
ま
す
の
て
、
必
然
的
務
総
の
た
め
に
綴

以
上
、
救
掛
鳴
に
議
象
的
に
抱
く
こ
と
令
官
昔
ぷ
人
間
性
を
間
後

放
の
-
方
針
を
や
し
述
べ
ま
し
た
す
る
と
と
と
そ
、
続
し
い
校
会

川
問
、
こ
れ
ら
母
宮
内
嫁
拙
棋
に
ゆ
い
繁
栄
む
根
本
部
師
側
砲
で
あ
る
と
綴

て
除
、
早
急
に
長
嫁
斜
路
念
総
後
じ
ま
す
。
訟
は
五
万
常
災
と
主

計
謂
闘
を
制
樹
立
し
、
泌
氏
各
伎
の
も
に
手
訟
と
っ
て
、
と
も
に
協

ど
銭
授
と
ど
協
力
常
備
陣
た
い
と
カ
し
あ
い
、
附
明
る
い
品
開
時
駄
を
遂

岡

部

い

ま

す

。

弘

り

た

い

k
念
じ
て
お
9
ま
す
。

吋
ナ
べ
て
の
も
の
に
生
命
が
然
災
各
伎
な
ら
び
に
市
売
の

融
側
、
に
寄
れ
て
い
る
」
こ
れ
は
私
級
制
棋
の
総
大
な
る
ど
支
援
、
ど

の
徽
念
で
あ
れ
ツ
ま
す
。
人
隠
は
協
力
安
心
か
ら
お
緩
い
い
た
し

と
の
生
命
力
安
尊
ば
ね
ば
な
り
ま
す
。
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